
音楽科学習指導案 

創作活動 音色による感情表現 

～身の回りにある素材を使って表現活動の可能性を探究する～ 

授業者 附属池田中学校 山部 智可 

1．対象 附属池田中学校第２学年 B組（37名） 

 

2．単元目標 

  音楽科の目標 

 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽

文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(１)曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生か 

した音楽表現をするために必要な技能を見に付けるようにする。 

(２)音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

(３)音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音楽に対する感性を豊

かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。 

 

・知識及び技能に関して  

 ①音の分析(音色による感情表現)をするために、音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの

構成上の特徴を表したいイメージと関わらせて理解する。 

 ②自分なりに音の分析(音色による感情表現)に必要な、課題や条件に沿った音の選択や組み合わせなどの技

能を見に付けるようにする。 

・思考力，判断力，表現力等に関して 

音の分析(音色による感情表現)に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、まとまりのある創作表現を 

創意工夫するために思いや意図を生み出すようにする。 

・学びに向かう力，人間性等に関して 

 音楽を楽しみながら主体的・協働的に創作活動に取り組み、聴き手に生み出した演奏作品の思いや意図を伝 

えるために粘り強く創作活動の学習活動に取り組む態度を養う。 

 

3. 指導に当たって 

（１）教材観 

 本単元は中学校学習指導要領音楽科「A表現」(３)創作に関する内容である。 

 指導事項 

 ア 創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、まとまりのある創作表現を創意工夫すること 

 イ (イ)音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成上の特徴 

 ウ 創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な、課題や条件に沿った音の選択や組み合わ

せなどの技能を見に付けること 

 ［共通事項］ アに示された音楽を形づくっている要素から主に、音色を中心に扱う。 

 

この単元のねらいは、音の持つ力や価値について考えるきっかけを与え、この単元の重要概念である「コミュ

ニケーション」について探究していく。コミュニケーションは人と人とが意思疎通を図る上で必要不可欠なもので



ある。コミュニケーションのツールとして言葉はもちろんのこと、それ以外の方法として、ボディーランゲージなど、ノ

ンバーバルコミュニケーションも相手に意志を伝えるための一つの方法である。今回は、普段の生活の中で耳に

する「音」に焦点を当てる。我々が発している音は、時に、その音を聞いた人たちへ何かしらのメッセージを伝えて

いることもあるのではないだろうか。人間は感情の生き物である。音に自身の感情移入をし、怒りや悲しみの音を

発していることはないだろうか。今回の創作活動は生活や社会の中の音の存在に気づき、自身が発している音

が受け手は、どのように捉えているのか、音の価値について考えを深める学習である。 

単元の最初に、「音」とは何か？生徒自身が音と向き合う時間を設定する。そのために、音の三要素(音の大き

さ・音の高さ・音色)について触れる。それを基に事前に生徒に行ったアンケートの結果「学校生活の中で自分自

身が発している音、生み出している音」について話をする。アンケートの集計結果から得た音の数は２７５個となっ

た。(アンケート結果は次のページを参照。)このような結果から、学校生活の中で、これだけたくさんの音を人が

生み出していることと、これだけたくさんの音が存在していることに気づかせたい。 

次に、音の分析を個人で行う。「自身がいつも使っている一つの素材＋自分自身＝生み出される音」を音の三

要素を意識させながら、音を作らせる。そして、その作った音をクラス内で発表し合い、どのような音が生み出され

ているのか生徒自身が気づき発見する機会を設けたい。 

さらに、自身が生み出した音から「自分が感じる快適な音と不快な音」を作らせる。音の三要素である音の大

きさ・音の高さを工夫させ音を作らせたい。そして、その作った音をクラス内で発表し合い、聴き手にどのように伝

わったのかお互いフィードバックを行い「音」が人にもたらす影響力について考えさせたい。音楽科の学習は、生

徒が音や音楽を形づくっている要素の知覚・感受を支えとして自ら音や音楽を捉えていくとき、生徒の音楽に対

する感性が働くとされている。この創作の取り組みにおいて生徒たちの音楽に対する感性が豊かに育まれるよう

な授業を目指したい。 

この過程を経て、班活動の取り組みに入る。今回の探究テーマである「音色による感情表現」をポジティブな

感情とネガティブな感情、２つの相反する感情を身の回りの素材を使って創作活動を行う。 

そして、創作した音(自分たちが意図して発している音)は聴き手にどのように伝わっているのか、お互いフィー

ドバックを行い効果的なコミュニケーションのあり方について考える。音楽の授業を通して、音によるコミュニケー

ションとしての音楽独自の特質を踏まえ、音や音楽によって、人は自己の心情をどのように表現してきたか、人と

人とがどのように感情を伝え合い、共有し合ってきたかなどについて、生徒が実感できるような指導を心がけた

い。 

  最後に、生徒が音を意識して聴き、その音が人々にどのような影響を与えているのかを考えたり、よりよい音環

境の在り方への関心を高めたりすることは意味のあることと言える。音楽科の学習において、自然音や環境音、さ

らには、音環境への関心を高めることは、人間にとっての音や音楽の存在意義について考えたり、生活や社会に

おけるよりよい音環境を希求する意識をもったりすることへとつながっていくと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．２％ 

４７．３％ 

３０．４％ 

１６．１％ 

２．７％ 

１９．６％ 

４２．９％ 

３４．８％ 

２６．８％ 

３４．８％ 

３３．９％ 

４．５％ 

（２）生徒観 

 第２学年の生徒たちは何事にも前向きに取り組む姿勢が見られる。独創性がありユーモアな発想力を持ってい

る反面、音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚する部分に対しての気づきはあるが、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受し自分の思いや意図を言語で表す部分に苦手意識を持っており課題が見られ

る。 

また、事前に行ったアンケート調査(4 段階尺度)からはこのようなことが言える。９５％以上の生徒が音楽が好

きだという回答に対して音楽に苦手意識を持っている生徒が３５％弱いるということ。このことから、生徒自身が

自信を持って演奏表現を行ったり、創作活動をする授業内容が授業者に求められていると考えられる。それから、

音楽を学ぶ意味や必然性を感じている生徒は８４％と非常に高い反面、日常の中で習った知識を活用すること

に対しては、３４％の生徒が活用することがあまりないと回答している。このことから、学習としての音楽はあるが、

日常生活における音楽という意味では実感に乏しいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・とても好き           

・好き                

・ある程度好き         

・あまり好きではない    

・とても得意           

・得意                

・ある程度得意        

・あまり得意ではない   

・とても感じる          

・感じる               

・ある程度感じる       

・あまり感じない       

・とてもある          

・ある                

・ある程度ある         

・あまりない           

８％ 

３０．４％ 

２７．７％ 

３３．９％ 



縦

軸 

横軸 

（３）指導観 

  GRASPS 

  (G)Gool 目的 

     感情の表現方法の分析と解釈の議論を通して、受け手との効果的なコミュニケーションを生み出すことが

できるようにする。 

(R)Role 役割 

     クリエータ 

  (A)Audience 対象 

     同じクラスの生徒 

  (S)Situation 状況 

     言葉が全く通じない、伝わりにくい状況 

  (P)Product 成果物 

     感情を表現する音色 

  (S)Standard 評価基準 

     ・レポート(Aⅱ、Bⅰ、Bⅱ、Dⅱ) 

      自身が生み出した音について分析し、音の三要素に基づき詳しく述べる(Aⅱ)そして、音色による感情表

現を分析し、議論を重ね、根拠を持って音を創作したうえで、自身の作品を振り返り、制作過程における変

遷(Bⅰ)・自身の作品の芸術的意図と音楽の要素の特徴(Bⅱ)・音とコミュニケーションについての自身

の考え(Dⅱ)をレポートにまとめる。 

 

まず最初に、自分が発する音に意識を向けさせるために、次の２つの取り組みを行う。 

１つ目は、事前にアンケート調査を行う。内容は「学校生活の中で自分が発している、生み出している音」につ

いて行う。そのアンケート結果から、自分たちがどのような音を生みしているのか知り、音について考えるきっかけ

を与える。 

２つ目は、個人で音の分析を行う。音がどのように伝わってくるのか、音の三要素について考える。 

〇音の三要素について 

音の大きさは振動の大きさで決まる 

 

 

 

 

 

音の高さは振動の速さで決まる 

                                          波形の形が異なる 

  

 

  

  

 

 



〇音が生み出され、人に伝わるまでのルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

音の分析においては、身の回りの１つの素材と自分自身からどのような音が生まれるのか、音の三要素と関連づ

けて音を作らせる。そして、自身が生み出した音から「自分にとって快適な音と不快な音」を作り、聴き手に伝える

ことで、どのようなフィードバックがあるのか、そこから音が人に与える影響力について考えさせたい。 

 次に今回の探究テーマである「音色による感情表現」に関する作品を学習班で創作している上で次の２点に

重点を置きたい。まず１つ目は、ポジティブな感情とネガティブな感情、相反する２つの感情の音を作成する。今回

は、音楽の要素「音色」に重点を置くため、同じ素材を使って２つの感情の音を作成させる。２つ目は、１つの芸術

作品として音を作成するため、次の条件をつける。 

［条件］ 

①１つの作品につき１０秒～１５秒間、作成すること。 

②ポジティブ、ネガティブ、２つの感情を同じ音素材を使って音色を工夫すること。 

③構成の要素を必ず用いること。 

・音の奏で方→反復・対照・変化 どれか１つは必ず使うこと。 

  ・音の重ね方→ユニゾン・カノン風・音を重ねる～音を減らす どれか１つは必ず使うこと。 

④よりリアリティーな表現をするために音の三要素に含まれる音の高さ(音楽の要素：旋律、音高)と音の強さ(音

楽の要素：強弱)を変化させること。そして、表現する気持ちの変化と根拠を持って関連づけること。 

⑤１０秒～１５秒の作品の中でクライマックスになる部分を決めてまとまりのある作品になるように工夫すること。 

 

これらの工程を３時間使って、作品を完成させる。作品の変容が分かるようにワークシートに言葉やイラストを

使って作品の進捗状況を記録していく。また、班活動になるため、ロイロノートの共有フォルダ内で作業を行わせ

る。また、作品を作っていく過程で、班のメンバー同士で客観的に音の表現を聴き合い、それに対してのフィードバ

ックを行い、作品のブラッシュアップを繰り返し完成度の高い作品を目指させたい。 

一連の過程を経て、この単元の一番の山場である各班の作品を聴き合う時間を設定する。ここでは、自分たち

の演奏表現は聴き手にどのように受け止められたのか、聴き手からのフィードバックをもとに円滑なコミュニケー

ションについて考えさせたい。さらに、この単元を通して、自身が発している音に意識を向けさせ日々の生活の中

で存在している音の価値や音が一つのコミュニケーションの媒体になることに気づかせ、自身のコミュニケーショ

ンの在り方について振り返るきっかけになればと考えている。 

 

 

 

 

  

その音を聞いて、最終、どう感じるのかは脳 



4.評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 ①音の分析(音色による感情表

現)をするために、音素材の特

徴及び音の重なり方や反復、

変化、対照などの構成上の特

徴を表したいイメージと関わら

せて理解している。 

 ②自分なりに音の分析(音色によ

る感情表現)に必要な、課題や

条件に沿った音の選択や組合

わせなどの技能を身に付けて

いる。 

①音楽を形づくっている要素や要

素同士の関連を知覚し、それら

の働きが生み出す特質や雰囲

気を感受しながら、まとまりのあ

る創作表現を創意工夫するた

めに思いや意図をもっている。 

 

①音楽を楽しみながら主体的・協

働的に創作活動に取り組み、聴

き手に生み出した演奏作品の

思いや意図を伝えるために粘り

強く創作活動の学習活動に取

り組もうとしている。 

 

5．単元 or題材の指導計画（全９時間） 

時間 学習内容 主な評価規準 評価の観点 評価方法 

知技 思考 態度 

1～３ 

 

音の分析 

 

音の分析に必要な、音楽的な要素を

用いて合理的な結論や一般論を導き

出している。 

● 

 

 

● ● 態度 

観察 

知技①② 

ワークシート１ 

思考 

プロセスジャーナル 

４～６ 

 

 

 

 

 

分析と実践・議論 音色による感情の表現方法の分析を

するために、音色に関連する情報を集

め、整理し、作品に反映させている。 

作品のブラッシュアップのために互い

に意味のあるフィードバックを与え、ま

た受け取り、作品を完成させている。 

● ● ● 態度 

観察 

知技①② 

提出動画 

ワークシート２ 

思考 

ワークシート２ 

プロセスジャーナル 

７ 

本時 

発表と相互評価 

フィードバック 

音素材の特徴を捉え、音楽の要素と

関連づけて思いや意図を伝えるため

の工夫をし、まとまりのある音を創作

し、演奏表現している。 

 

意味のあるフィードバックを与え、また

受け取ることによって、言葉によらない

●  〇 ● 

 

態度 

発表会振り返

りシート 

知技② 

創作発表会の

動画 

思考 

プロセスジャーナル 



コミュニケーションの方法(音の感情表

現方法)について考察している。 

８～９ 

 

振り返り 

総括的評価課題作成 

フィードバックを基に、より効果的なコ

ミュニケーションとしての音の表現とは

何かを模索し最終レポートを作成して

いる。 

文字数は、１０００字～１５００字。 

(最終レポートの内容)  

①自身が生み出した音について分析

し、音の三要素に基づき詳しく述べ

る。(知識) 

②音色による感情表現を分析し、議論

を重ね、根拠を持って音を創作した

うえで、自身の作品を振り返り、制

作過程における変遷をまとめる。

(思考) 

③自身の作品の芸術的意図と音楽の

要素の特徴をまとめる。(知技) 

④音とコミュニケーションについて自

身の考えをまとめている。(態度) 

〇 〇 〇 知技①② 

思考 

態度 

最終レポート 

●・・・形成的評価（指導に活かす評価）   ◯・・・総括的評価（記録に残す評価） 

 

6．本時の展開 

(1)本時の目標 

１．自分たちの作品を演奏表現する際に、音素材の特徴を捉え、音楽を形づくっている要素と関連づけて自分た

ちの思いや意図を伝えるための工夫をし、まとまりのある音を創作し、表現することができる。 

２．自分たちの作品に対して他者からの評価を受けて、言葉によらないコミュニケーションの方法(音の感情表現

方法)について考察することができる。 

 

(2)本時の評価規準 

知技② 

音素材の特徴を捉え、音楽を形づくっている要素と関連づけて思いや意図を伝えるための工夫をし、まとまり

のある音を創作し、演奏表現しているという視点で評価する。 

 

態度 

  創作発表会振り返りシート 

  発表会振り返りシートの聴き手からの記載内容を受けて、言葉によらないコミュニケーション方法(音による感

情表現方法)について考察し粘り強く取り組もうとしている視点で評価する。 

 

(3)本時で発揮されるグローバル市民性について 



・自分たちの作品を表現する際に、音楽を形づくっている要素を用いて自分たちの思いや意図を伝えるための工 

夫をし、まとまりのある表現活動をしている場面。その理由として普段、何気なく聞いている「音」に耳を傾け、自

分たちの思いや意図をどのように音という媒体を使って相手に伝えるのかということを意見交流しながら試行

錯誤しているから。 

・自分たちの作品に対して他者からの評価を受けて、言葉によらないコミュニケーションの方法(音による感情表

現方法)について分析し粘り強く考えている場面。その理由として、コミュニケーションというのは、全世界、人と

人とが意思疎通を行う共通したツールであり、効果的なコミュニケーションの方法について意見交流をしながら

試行錯誤しているから。 

 

（4）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導
入 

 

５
分 

   

前時の学習内容を確認する。 

自分たちの発表する作品が相手に

伝わるように表現の工夫をどのよう

にしようとしているのか確認する。 

今回の状況設定は「言葉が全く伝わらな

い、伝わりにくい相手に音で自分たちの気

持ちを伝える」ということを再度、認識させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
１  

 
  

  

２
０
分 

 
  

  
   

 
 
  

 

(発表者) 

各班の発表を行う。 

(聴き手)  

アイマスクをつけて、発表者の演奏

を聴き、そこから知覚・感受したこと

をワークシートに詳しく記入する。 

 

(発表者) 

気持ちを集中させて班のメンバーと協力

し合い表現するように促す。 

(聴き手) 

アイマスクをつけて、発表者の演奏を聴

き、そこから知覚・感受したことを評価シー

トに詳しく記入するように促す。 

知技② 

発表 

 

 

 

展
開
２  

 
 

２
０
分 

  
 
  

  

 
 
  

  
  

  
自分たちの表現に対して他者から

の評価を受けて、言葉によらないコ

ミュニケーション方法(音色による感

情表現)について考察する。 

自分たちの作品を通して「伝えたかった気

持ち」に対して聴き手はどのように受け止

めたのか。言葉によらないコミュニケーシ

ョン方法(音色による感情表現方法)につ

いて班で意見交流をして発表内容を要約

するように促す。 

態度 

発表会振り返りシート 

ま
と
め 

５
分 

プロセスジャーナルを記入する。 今日の授業での自分自身について振り返

り具体的に記入しておくように促す。 

思考 

プロセスジャーナル 

探究テーマ：感情の表現方法の分析と解釈の議論を通して、受け手との効果的なコミュニケーションを生み

出す可能性がある。(分析 表現者側/解釈 受け手側) 

ATLスキル：意味のあるフィードバックを与え、それを受け取ることによって言葉によらないコミュニケーション

(音色による感情表現)について解釈する。 

今日のめあて：各班の発表を聴き、言葉によらないコミュニケーション方法(音色による感情表現)について考える 



(５)準備物 

・アイマスク 、各班で使う音素材、chrome book 

 

７．参考文献 

・中学校学習指導要領(平成 29年告示)解説 音楽編 平成 29年 7月 文部科学省 

・「指導と評価の一体化」のために学習評価の関する参考資料 中学校音楽 

 令和 2年 3月 文部科学省 国立教育政策研究所 

・中等教育プログラム MYP：原則から実践へ  

・中等教育プログラム(MYP)「芸術」指導の手引き  

・音の 3要素とは何？音楽の理解に欠かせない基礎知識│er-theory (er-music.jp) 

・スガナミ楽器 https://www.suganami.com/ 

 

 

https://er-music.jp/theory/1160/

